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マンモグラフィは乳房専用のレントゲン検査 
 
透明の圧迫板で乳房をはさみ、薄く伸ばして撮影します。乳房のなるべく多くの部分を撮影するため、ま
た少ない放射線量でがんと正常部分の区別がつきやすい画像を作るためです。検査のときは多少の痛みが
ありますが、いつまでも痛みが残ることやがんがつぶれて飛び出すようなことはありません。 
撮影は左右1方向（内外方向）又は左右2方向（上下方向、内外方向）行います。左右の比較がとても重要
で、両側の乳房を撮影します。 

日本女性の12人に１人が発症 
乳がんになる人は増えつづけており、日本の乳がん患者
は4万人を超えています。自分は大丈夫と思わず、女性
ならば誰もがかかる病気であることを忘れないで下さい。 

乳がんってどんながん？ 
乳房のなかにある乳腺は、母乳を
つくる小葉と母乳を乳首まで運ぶ
乳管に分かれています。これらの
組織に発生する腫瘍のうち、悪性
のものが乳がんです。 

 
発見率は0.18％ 
乳がん検診を１万人が受診すると、590人が要精密検査を受けるよう判
定され、その中から18人に乳がんが発見されます（石川県予防医学協会
2013年度集計）。 
約70％が早期で発見されています。早期の場合はほぼ100％治癒します。
乳房温存手術も多く行われています。 


